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今   回 の 表 紙

高齢者疑似体験には
「気づき」がいっぱい！
体験を通して相手の立場で
考えることを学びました。

（二本松市・二本松市立石井小学校）未来へつなごう“ふくしま”から

福島から全国モデルとして発信

人目を気にせず受け取れる！
新しい「お互いさま」の形

シリーズ

 （コミュニティフリッジひまわり）
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特 集

支える

つなぐ

見守る
地域の人や仲間と
協力し、安心して
暮らせるまちづくり

を支える
悩みや困りごとを
受け止め、必要な
支援につなげる

地域の身近な
存在として、日々 の
暮らしを見守る

民生委員・児童委員、
主任児童委員の

３つの視点

民生委員は
1917（大正6）年
から続いて
いるんだね

3
視点

2
視点

1
視点

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
制
度
が
誕
生
し
て

令
和
９
年
で
1
1
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

民
生
委
員
の
方
々
は
、
地
域
の
中
で

困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
新
任
民
生
委
員
の

一
日
に
密
着
し
、
地
域
へ
の
想
い
や
、

「
見
守
る
・
つ
な
ぐ
・
支
え
る
」
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
私
た
ち
の
身
近
で
活
動
し
て
い
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員（
以
下
、
民
生
委
員
）は
町
内
会
や

小
学
校
区
単
位
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
単
位
と
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
身
近
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

配
置
数
は
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基

準
を
踏
ま
え
、
県
が
市
町
村
の
人
口
や

世
帯
数
な
ど
を
基
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
　
約
４
、６
０
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
約
4
、6
0
0
人
の
民
生
委
員
（
県

民
3
6
0
人
に
つ
き
1
人
相
当
）が
活
動

し
て
い
ま
す
。
福
島
県
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
定
数
は
、

4
、8
6
4
人
で
あ
り
、充
足
率
は
94
・
6 

％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
部
や
東
日
本

大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
区
域

と
な
っ
た
町
村
で
欠
員
が
多
い
傾
向
で
す
。

　
　
継
続
し
て
関
わ
る
世
帯
は
70
世
帯

未
満
が
９
割
で
す
。

　
民
生
委
員
１
人
が

担
当
す
る
世
帯
数
は

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
実
際
に
訪

問
や
支
援
を
行
う
世

帯
は「
70
世
帯
未
満
」

と
い
う
回
答
が
９
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

担
当
エ
リ
ア
で
見
守

り
が
必
要
な
世
帯
を

中
心
に
訪
問
活
動
し
、

相
談
に
応
じ
て
必
要

な
支
援
に
つ
な
い
で

い
ま
す
。

　
　
半
数
以
上
が
「
委
員
に
な
っ
て
良

か
っ
た
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
か
ら
は
「
住
民
の
方
か
ら

〝
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
〞と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
や
り
が
い
が
あ
る
」と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
充
実
感
を
感

じ
て
い
る
民
生
委
員
が
多
く
い
ま
す
。

　　
　
約
４
割
が
仕
事
と
両
立
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
本
業
と
の
時
間
を
柔
軟
に
調
整
し
、

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
活
動
す
る
民
生

委
員
が
多
く
い
ま
す
。
近
年
は
業
務
の

負
担
軽
減
な
ど
働
い
て
い
る
人
が
参
画

し
や
す
い
よ
う
環
境
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。

※「令和６年度　福島県内民生委員・児童委員、主任児童委員を対象とした実態調査報告書」より抜粋

県
内
に
民
生
委
員・児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
何
人
い
る
の
？

Q1A

仕
事
を
し
な
が
ら
で
も

活
動
で
き
る
の
？

Q4A

ど
れ
く
ら
い
の
世
帯
を

見
守
っ
て
い
る
の
？

Q２A

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
に
な
っ
て

良
か
っ
た
と
思
う
？

Q3A

110年の想いをつなぐ

地域住民に寄り添う  
民生委員・児童委員、
主任児童委員

Q3

Q2

委員になって良かったと思う

■とてもそう思う　■ややそう思う　■どちらとも言えない　■あまりそう思わない
■まったくそう思わない　■無回答

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

全体

（％）

17.0 36.4 29.8 7.8
1.6
7.4

Q4
現在の就労状況

■就労している　■就労していない　■無回答

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

全体

（％）

40.4 49.9 9.7

民生委員・児童委員の配置基準
（民生委員·児童委員１人当たり）

※国が示す参考基準

170～360世帯ごと
中核市・人口10万人以上の市

120～280世帯ごと
人口10万人未満の市

70～200世帯ごと
町 村

民生委員への相談とつなぎ先の例

一人暮らしの
高齢者が抱える
生活の不安

ゴミの
片づけが難しい 市町村行政

地域包括
支援センター

子育て
支援センター

子どもが生ま
れたが夫が単
身赴任となり
育児に不安

民生委員

民生委員

民生委員
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●

ときには安藤会長に相談

　
富
久
山
町
に
住
ん
で
約
36
年
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
た

め
に
、
草
刈
り
、
高
齢
世
帯
の
電

球
の
交
換
、
植
木
の
剪
定
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
民
生

委
員
と
し
て
、
困
っ
て
い
る
方
の

力
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
で
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
パ
ー
ト
で
シ
フ
ト
勤
務

し
な
が
ら
民
生
委
員
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
第
1
金

曜
日
の
定
例
会
、
第
3
火
曜
日
の

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」、
最
終
日
曜

日
の
訪
問
活
動
と
、
最
低
で
も
月

3
回
は
会
社
か
ら
休
み
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
1
年
間
の
活
動
予
定

表
を
も
と
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

管
理
し
て
会
社
に
休
み
の
申
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。
都
合
が
つ
か
ず

定
例
会
や
研
修
に
参
加
で
き
な
く

て
も
、
後
日
議
事
録
を
共
有
し
て

も
ら
え
る
の
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
し
て
い
る
エ
リ
ア
は
、

世
帯
数
が
3
8
4
軒
あ
り
ま
す
。

気
に
な
っ
て
い
た
訪
問
の
仕
方
は
、

新
任
者
向
け
の
研
修
会
で
指
導

を
受
け
不
安
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

実
際
の
訪
問
は
、
前
任
者
に
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。
毎
月
1
回
地
図
を
片
手

に
前
任
者
と
二
人
で
訪
問
し
て
い

ま
す
。

　
戸
別
訪
問
は
、
高

齢
者
世
帯
を
中
心
に

行
い
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、

困
り
ご
と
を
専
門
機

関
に
つ
な
い
で
い
ま

す
。「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
が
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
訪
問
を
終
え
て
自
宅
に
戻
っ
た

ら
、「
健
康
」「
独
居
」「
ヘ
ル
パ
ー

利
用
」「
施
設
入
居
」と
い
っ
た
状

況
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
整
理

し
、
現
状
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
記
録

が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
な
ど
工
夫
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

事例紹介

 
富久山方部民生児童委員協議会
民生委員・児童委員

伊藤 和之さん

富久山方部民生児童委員協議会
民生委員・児童委員

伊藤 和之さん
い とう かずゆきい とう かずゆき

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
恩
返
し
し
た
い

そ
ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す

　  80歳以上の高齢者を特に気に掛けています。高齢者はイ
ンターホンで呼び出しても玄関に姿を見せるまで時間がかかり
ます。いつもと変わらない様子を確認できるとひと安心ですし、
インターホン越しでも元気そうな声を聞けるとほっとします。

勤務先と相談し
て仕事の調整を
図り、委員の活
動に参加してい
ます。

自宅に戻り、訪問活動
の記録を行います。毎
月の定例会議で提出す
る「民生委員・児童委員 
活動記録」に記入。その
日のうちに翌月の訪問
計画も立てます。

毎月最終日曜日に、前任者の民生委員でもある協力員と一緒に
高齢者世帯や子育て世帯を中心に訪問。家族構成や健康状況
など、困りごとがないか確認します。

なり手不足の解消を目指す
　富久山地区では、欠員が生じている状況
でも35名の委員が活動をしています。就労
年齢の上昇などの影響もあり、民生委員を
担う方々の確保に苦慮している地域は少なく
ありません。地域のつながりが希薄になる
中で、伊藤さんのように「より良い地域づく
りに貢献したい」といった想いをもっている
方に、民生委員となって協力いただけたらう
れしいです。

地域の課題に目を向け
ともに地域のために活動しましょう
　民生委員が置かれている状況は、担当区
域によって異なります。同じ富久山地区でも、
戸建住宅が建ち並ぶエリア、集合住宅が集
まるエリア、若い人たちが多く暮らす新興住
宅地、高齢化が進む古くからの住宅地など
実情はさまざまです。新たに民生委員に
なった方は、仲間の民生委員や前任者と協
力して地域の実情を把握することが大切で
す。わからないことは聞き、不安なことは相
談しながら、ともに地域のために活動してい
きましょう。

できる範囲で最善策を見つけ
継続することが大切
　認知症の方、障がいのある方、子育てに
不安を抱える方の困りごとはさまざまです。
つなぎ先に悩むときは、市社協や関係機関
と連携して対応しています。私は、「自分の
できる範囲で最善を見つけること」が自分に
合った方法で活動を継続していくことにつな
がると思いますし、仕事と両立していくこと
も可能になると考えています。

地域への想いをひとつにして
民生委員として
ともに活動しませんか。

スケジュールの確認◀◀
12:30

訪問活動
13:00

記 録
15:00

民生委員・児童委員（以下、民生委員）が日頃どんなふうに活動を行っているのか、
郡山市富久山方部の新任委員である伊藤さんと

同方部民生児童委員協議会の安藤会長にお話を伺いました。

※1日の流れはあくまで一例です。活動内容等により所要時間も変わります。

  ふだんどんなことに気を付けていますか？

伊藤さんにインタビュー 地域の皆さん
お一人お一人に寄り添う
新任民生委員･児童委員の
訪問活動に密着

地域の皆さん
お一人お一人に寄り添う
新任民生委員･児童委員の
訪問活動に密着

2025年12月に委員となる。仕事
と活動の両立に取り組む。

自
分
な
り
に

工
夫
し
な
が
ら
活
動

悩
み
を
親
身
に
な
っ
て
聴
き

専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す

前
任
者
と
一
緒
に

戸
別
訪
問
し
て
い
ま
す

暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

目
指
し
住
民
に
寄
り
添
う

職
場
の
理
解
で

パ
ー
ト
勤
務
と
両
立

地域の子どもたちが安心して
通学できるように。散歩がてら
下校する子どもたちの見守りを
自主的に行っています。伊藤さ
んは、笑顔で挨拶を返してくれ
る子どもたちから元
気を分けてもらって
いると話します。

地域の見守り

いきいきサロン

富久山方部民生児童
委員協議会 会長

安藤 武さん

富久山方部民生児童
委員協議会 会長

安藤 武さん
あんどう たけしあんどう たけし

委員となり10年目。富久山
方部35名の委員を束ねる。

郡山駅から車で約10分。市街地に近いベッ
ドタウンとして、富久山町には約18,000世
帯、約37,600人※が暮らしています。町は
18地区に区分けされており、伊藤さんはそ
の1つ宝沢地区を担当しています。
※2026年7月1日現在

郡山市富久山町

ほうざわ

地域への想いをおもち
の方なら、大いに貢献
できると感じました！

訪問活動の
様子を

ご紹介します！伊藤さんは
得意なパソコンを
活用しています！

郡山市民児協は
協力員制度を採用して
サポート体制の充実を
図っています！

「できることをできる範囲で」を
心掛ければ働きながら
活動できます！

Q
A

地域の集会所に住民が集い、
レクリエーションやお茶飲みを
行っています。
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〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

取材協力

も
い
れ
ば
、イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、地

域
の
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
協
力
し
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と
半
田
さ

ん
。
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
山
田

さ
ん
は「
ひ
と
り
親
の
方
が
、
利
用
を

き
っ
か
け
に
看
護
師
と
し
て
就
職
し
、

安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
福
島
県
内
だ
け
で
な
く
、

日
本
各
地
へ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
進
め
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。
お
互
い
さ
ま
の
精

神
で
支
え
合
う
こ
と
が
、社
会
全
体
の
豊

か
さ
に
つ
な
が
り
、ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に

福
島
の
地
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
ま
す
。

人
目
を
気
に
せ
ず

受
け
取
れ
る
！
新
し
い

「
お
互
い
さ
ま
」の
形

お米やレトルト食品などの食料品、生理用品や文房具など、さまざまな種類の寄付品があります。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
ひ
ま
わ
り
は
、

生
活
に
困
り
ご
と
を
抱
え
る
家
庭
が
、

食
品
や
日
用
品
を
受
け
取
れ
る
無
人
福

祉
型
の
子
ど
も
食
堂
で
す
。
利
用
で
き

る
の
は
、
経
済
的
に
困
難
を
抱
え
た
ひ

と
り
親
世
帯
等
と
な
っ
て
お
り
、事
前
登

録
制
で
す
。
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

な
く
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、

助
け
を
求
め
る
際
の
心
理
的
な
負
担
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
届
け
ら
れ
る
品
物

は
、地
域
・
企
業
や
団
体
、個
人
か
ら
寄

付
さ
れ
た
食
品
や
日
用
品
が
中
心
で
す
。

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、人
を
介
さ
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
も
支
援
で
き
る
取
組
と
し
て
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　「寄
付
だ
け
で
な
く
、季
節
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
ひ
ま
わ
り
を
運
営

す
る
、N
P
O
法
人 

チ
ー
ム
ふ
く
し
ま

の
理
事
長
の
半
田
さ
ん
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
夏
祭
り
な
ど
で
は
、利
用
者
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
く
機
会
を
設
け
、地
域
と

の
つ
な
が
り
を
育
み
な
が
ら
収
入
を
得

る
仕
組
み
も
整
え
て
い
ま
す
。
支
援
を

受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り
が

地
域
を
支
え
る
側
と
し
て
活
躍
で
き
る

場
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
も
、大
き
な
特

長
で
す
。
ま
た
、就
労
や
学
習
、お
金
の

管
理
な
ど
の
情
報
も
提
供
し
、物
品
以

外
の
面
で
も
利
用
者
の
生
活
を
支
え
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　活
動
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災

で
し
た
。
当
時
、半
田
さ
ん
は
、避
難
所

や
福
祉
の
現
場
で「
支
援
す
る
側
・
さ

れ
る
側
」と
い
う
一
方
通
行
の
関
係
で

は
な
く
、「
お
互
い
さ
ま
」で
支
え
合
う

仕
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
合
っ
た
考
え
方
が
、
全
国
で

広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ

ジ
の
取
組
で
し
た
。「
最
初
は
成
り
立
つ

か
不
安
で
し
た
が
、
震
災
を
乗
り
越
え

た
福
島
県
民
に
は〝
お
互
い
さ
ま
〞の
精

神
が
あ
り
ま
す
。
喜
ん
で
寄
付
す
る
方

はん　だ　  しん　じ

半田 真仁さん
やま  だ　　さ　や　か

山田 沙也加さん
理事長ブランドマネージャー

施設内には、利用者から寄せられ
た感謝のコメントがずらり。

大学との共同研究や幸福度の見える化など
にも取り組み、「食料品等の支援」にとどまら
ない地域づくりモデルを目指しています。

N
P
O
法
人 

チ
ー
ム
ふ
く
し
ま

◀施設の運営には
生活介護事業所の
利用者も関わり、施
設の清掃を行って
います。

▶支援者として登
録した地元の企業
の方が寄付品を届
けます。

※コミュニティフリッジ：生活に困りごとを抱える親子など
が、時間や人目を気にせず、食料品や日用品を無料で
受け取れる仕組み。「フードバンク」と異なり、冷蔵品
や冷凍品、生鮮食品も取り扱うのが特徴。

福
島
か
ら
全
国
モ
デ
ル
と
し
て
発
信

コミュニティフリッジひまわり

　福島県共同募金会では、安心・安全で住みよい
福祉のまちづくりや地域の福祉課題を解決する
ために活動するボランティアグループやＮＰＯ等の
支援・育成を目的に、公募による助成事業を行って
います。
　今年度は、去る７月７日開催の配分委員会にお
いて厳正に審査した結果、以下のとおり４団体に
助成することが決定いたしました。
　助成金の原資には、令和７年度共同募金運動
（実施期間：令和７年10月１日から令和８年３月31
日まで）で県民の皆様、企業の皆様、関係機関・
団体の皆様のご協力によりお寄せいただいた募金
の一部が活用されています。
　ご寄付をいただいた皆様には改めて御礼を申し
上げますとともに、福島県共同募金会では、今後
とも地域の皆さまが主体となった様々な福祉活動
を応援していきたいと考えておりますので、変わ
らぬご支援とご協力をお願いいたします。

赤い羽根ふくしま福祉活動助成金
助成先紹介

　国民生活基礎調査によると、
相対的に貧困状態にある子どもの
割合は 11.5％となっています。
特にひとり親世帯の貧困率は
44.5％と高い状態にあります。
　こうした中、経済的な事情を抱え
る人が、周囲の目を気にせずに必
要な食料品や日用品を受け取れる
仕組みがあるのをご存知でしょう
か。今回は、コミュニティフリッジ※

ひまわりを紹介します。

この助成事業の原資には、令和７年度共同募金
運動で寄せられた募金が役立てられています。

「依存症を知るセミナー」福島キャラバン
ＮＰＯ法人ともす舎郡山市

重症心身障がい児者等を対象とした読み聞かせ
「おはなし会」開催事業

おはなし会「わっ！」
いわき市

障がい者作家の社会的孤立を防ぐ
作品デジタルアーカイブ構築と発信事業

ＮＰＯ法人はなのころ
いわき市

ギャンブル依存症当事者・家族支援及び
子育て支援を含む家族会事業

全国ギャンブル依存症
家族の会福島二本松市

コミュニティフリッジひまわりは、NPO法
人チームふくしまの創設者故・吉成 洋拍
さんの遺志も引き継いでいます。

よしなり ひろはく

NPO法人
チームふくしまの
取組の詳細はこちら

匿
名
で
品
物
を
受
け
取
れ
る

無
人
型
の
支
援
拠
点

匿
名
で
品
物
を
受
け
取
れ
る

無
人
型
の
支
援
拠
点

と
く
め
い

と
く
め
い

お
互
い
さ
ま
の
精
神
で

社
会
全
体
を
豊
か
に

お
互
い
さ
ま
の
精
神
で

社
会
全
体
を
豊
か
に
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※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp
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ル
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応募方法応募方法

締　　切

宛　　先

ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

メールでのご応募はこちら！

多数のご応募
ありがとうございました

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

県社協からのお知らせ

編 集 後 記

にチャレンジ！ 正解者の中から抽選で3名にプレゼントが当たる!

今月のプレゼント

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

AA BB CC DD EEAA BB CC DD EE EEFF

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

DD

CC

AA

EE

FF

BB

11

22

33

55

66 99

77

1010 1212

88 1111

1313

44

1414

突発的な不安・恐怖・ストレスで混乱すること
汚名返上 ≒ ○○回復
信じていた人にだまされること
新１年生は100人できたかな？
ムササビより小さい。『ちいかわ』にも登場
暗闇を明るく照らすもの

❷
❸
❹
❻
❽
10

❶
❸
❺
❻
❼
❾
11
12
13
14

⇔ママ
オニキス等の種類がある鉱物。漢字で「瑪瑙」
鼻で感じます
⇔凹
草餅やお灸のもぐさの原料
言いたくないことは供述を拒めます
木がいっぱい。漢字だと３本だけど
富士山、阿蘇山、桜島に共通するものは？
大悟とノブのお笑いコンビ
噛むだけで飲み込まないお菓子

表紙の写真がとてもいい
なぁと感じました。“みらふ
く”のページも、わかりやす
く読みやすかったです。全体
的に色彩も明るくて楽し
かったです。（68才　保育士）

第６期活動推進計画の概
略や理念が分かりやすい
です。進捗状況について、
今後の広報を楽しみにし
ています。（69才　無職）

主任児童委員1年目の新
米です。情報誌を読んで
勉強しています。
（67才　主任児童委員）

4・5月号に寄せられた読者のおたよりから

皆さんは、自分の地域の民生委員・児
童委員、主任児童委員をご存知ですか？
「いつでも相談できる安心感」や「顔見
知りが居る心強さ」は地域住民にとって
大きな力になり得ると感じました。“ご近
所さん”との関わりが薄まりつつある
現代だからこそ、委員活動をより多くの
人に知ってもらえたら嬉しいです。

「ヒトリロウゴ」
（ひとり老後）

6・7月号の
正解

コーヒータイム
（二本松市）

コーヒータイム・アクセスホームさくら
コラボ商品

令和８年度県民介護講座（下期）のご案内

令和８年11月13日（金）

発
行
日
／
令
和
8
年
９
月
15
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

地域共生課

井上葉子
いのうえよう  こ

　二本松事務所では、介護に関する講義や実技を通じて
基礎的な知識や技術を学んでいただく講座を実施していま
す。『介護』に関心のある方ならどなたでも参加できます。

参加
無料

定員　各回 25名程度
会場　福島県男女共生センター（二本松市郭内１丁目 196-1）
講師　福島県介護福祉士会 会員　ほか

10/15 木 13：00～ 16：00　 　介護や医療・福祉などの分野で活躍する講師をお呼びし、
それぞれのテーマについて詳しく学べる講義中心の講座です！

介護ワンポイント講座
～知ってトクする！とくとく介護講座～

初級介護講座
～はじめての介護講座　介護を学ぶ最初の一歩に！

時間（各回 13：00～ 15：00）
▶11/14 土「介護する人の心の健康」　
▶12/19 土「これは助かる！便利な福祉用具」
▶令和９年 1/16 土「医療と介護」　
▶令和９年 2/13 土「認知症を理解してかかわり方を学ぼう！」

　現場で働く介護のプロから『介護技術のコツ』を学べ
る実技中心の講座です。生活の中の具体的な場面ごとに
学べます！

介護実技基本講座
～知っててよかった！いろいろな介護～

時間（各回 13：00～ 16：00）
▶10/24 土「安全な移乗・移動介助とその方法」　
▶11/21 土「食事の介助とその工夫」
▶12/5 土「清潔を保つ方法」　
▶令和９年 1/30 土「排泄の介助とその方法」

お申込み・お問い合わせ先

福島県社会福祉協議会　福祉研修課
（二本松事務所）介護実習・普及センター
電話 0243-23-8306　FAX 0243-62-4633　
メール kaigo@fukushimakenshakyo.or.jp


